
概要 / 目的:

原子力システム設計

なぜ第４世代原子炉システムが必要なのでしょうか？そしてどのような原子炉テ
クノロジーが必要なのでしょうか？ GIFは過去の設計オプションを再検討し、持続

可能なエネルギー源としての新しい原子炉設計を模索しています。第４世代原子
炉システムの合理性を理解し、その設計上の特徴を把握するためには、原子炉
設計の基本的知識が必要となります。「臨界」「増殖」「高速中性子／熱中性子」
という技術用語の背景にある意味合いはどのようなものなのか？冷却材、減速
材、中性子スペクトル、燃料組成、燃料材料はどのように選択すればよいのか？
第４世代原子炉の基準を満たし持続可能な原子炉システムを設計するためには、
これらの技術をどのように組み合わせればよいのか？非専門家への解説を目的
とするウェビナーとなっています。

Claude Renault博士は、CEAで30年以上にわたり研究開発と教
育に従事してきました。CEAのシニアエキスパートであると同時
に、教授職にも就いていました。2010年に、国立原子力科学技
術研究所（INSTN）に移籍し、現在は国際プロジェクトリーダーを

務めています。研究及び教育領域は、主に熱流動、原子炉設
計と原子炉の運転の分野であり、第4世代の概念を含む多様
な形式の原子炉に関する知識を有しています。1984年にCEAに
入社し、加圧水型原子炉(PWR)の熱過渡現象シミュレーション
コードCATHAREの開発チームに所属しました。その後、シビアア
クシデント(ASTEC)や核燃料挙動(PLEIADES)の分野で、国内外
の研究開発プロジェクトを担当しています。
2001年から2009年にかけては、将来の原子炉に関する研究開
発プログラムの策定に従事しました。 原子力局（CEA/DEN）で、
第4世代原子炉の研究プログラムの策定を行うとともに、GIFの
溶融炉の運営委員会の委員長を務めました。

講演者紹介:

https://gif.jaea.go.jp/webinar/index.html#webinar003


なぜ核分裂エネルギーを利用するのか？

2,000,000 倍のエネルギー利用が可能だから。石炭、石油、ガスといった化

石燃料と比較すると格段にエネルギ利用効率が高い。

軽水炉では200 tons U が1GWの電力生産に必要。

高速炉では1 ton U238 でよい。
そのため、発電用の動力炉としては、高速炉が当初より開発された（EBR-
1, 1951 USA Idaho：ウラン金属燃料、冷却材NaK） 。
沸騰水型軽水炉による発電も1955年にBORAX-IIIにより実証。



必要となる燃料の組成は、熱中性子及び高速中性子を用い、核反応を維持す
るために必要となる炉心の条件によって決定される。

1000年後の放射性物質の量や強さを検討することで、どの物質を再使用あるい
は核変換すればよいのかという方向性が見えてくる。



各炉型の炉心設計を行い、燃料や炉心出力密度、系統パラメータなど
を決めていく。

第４世代原子炉の特徴を活かすことで、原子力エネルギーの利用が持続
可能な形で可能となる。




